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日本語教育実践研究(1 0)では､音声教育実践実習を通じて日本語の発音指導につ
いて研究します｡
毎学期授業開始時に行う実習生対象のアンケートの回答を見て､私は驚きましたo ｢こ
のコースに期待すること｣という項目の下に､ 7名の実習生全員が音声に関する体系的
な知識を身につけたい､具体的な指導方法を身につけたいというようなことを､びっし
りと書いていたのです｡ ｢自分が授業をする中で､音声が重要とはわかっていても指導
法がよくわからない､指導を試みてもうまくいかないまま現在まできてしまった-｣と
いうような記述もありました｡院生が自らの経験から問題意識を抱えてこの実践研究を
受講することにしたということが一目瞭然でした｡
実践研究では､実習に備えて｢コミュニケーションのための日本語発音レッスン(敬
師用指導書)｣を用い､発音指導の方法論について具体的に検討し､教案を作成しまし
た｡授業時は､担当教員による発音指導Aの授業を見学し､毎週グループに分かれて実
際に発音指導を行いました｡実習では｢コミュニケーションのための日本語発音レッス
ン(テキスト)｣を用い､学習者の発音習得を促す活動を行いました｡実習後は実践戟
告を行い､音声分析､自己分析､他の学生との相互評価をとおして総合的にフィードバ
ックをしました｡実践研究(10)のシラバスはホームページ(http‥//www. gsjal. jp/toda)
に掲載されていますので､ご参照ください｡また､日本語学習者の発音指導-のニーズ
が高まっていることは度々述べてきましたが､本年度は6年にわたって発音指導受講希
望者のみを対象に行ったアンケート調査の結果をまとめ､ホームページに全文掲載しまし
た｡ 2000年度秋学期から2006年度春学期までに発音コースに集結した936名の声に耳を
傾け､運営に反映してきました｡
実習生は実践研究(10)を通じて､まず､自分自身の声の使い方に対する意識化を進
めていきました｡毎週行う録音に学習者だけでなく､自分自身の声も記録されるため､
話す速さやタイミングなどが確認でき､今後日本語教師として大変役立つと思われます｡
第二に､日頃はあまり意識していませんが､日本語音声のしくみを理解し､音声には文
法同様規則性があることに気づきました｡第三に､日本語学習者の発音上の特徴とその
原因を理解するための方法論を学びました｡日本語学習者の母語の音声特徴に基づいて､
いわゆる｢外国語なまり｣というような聴覚印象ではなく､体系的な分析をしましたo
最終的に目指したのは､日本語学習者に対して発音指導ができるようになることでしたo
現職の日本語教師でも発音指導の必要性は感じるが､どのように指導したらよいかわか
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らないということが多い中､学習者が教室外では得にくい発音指導の機会を創出し､教
師が指導方法を工夫し､効率的な音声習得を支援していくことには意義があると思われ
ます｡
今回は､受講生全員による共同研究という形で論考が掲載されています｡本書所収の
｢音声指導の実践から-発音指導の具体的方法-の試み｣では､実践を通じて実習生
が気づいたことや学んだことが描かれています｡分析の対象となったデータは､ -学期
をとおして提出課題として実習生全員が作成した実践研究報告シートの感想･反省欄の
300近くに及ぶ記述です｡実習生が実践において遭遇する様々な場面に臨機応変に対応
できるようになるには､さらなる実践の積み重ねが必要であることを示唆しつつも､ま
とめでは実習生が自ら見出した数多くの工夫が具体的に挙げられています｡これこそが､
実習生全員が協力して得ることができた今学期の実践の成果といえるでしょう｡
(トダ　タカコ･日本語教育研究科教授)
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